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　皆さまには、平素より、琉球銀行をご利用、お引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。

　多くの皆さまに琉球銀行をより一層ご理解いただくために、「琉球銀行の現状」(2008年度中間ディス

クロージャー誌)を作成しました。

　平成20年度上半期の国内経済は、原油など資源価格の高騰により企業収益が悪化したことや物価

上昇が家計所得を圧迫し消費が低迷したことなどから景気は後退局面に入りました。また国内の株式

市況についても、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融市場の混乱が拡大した影響を受

け、予断を許さない状況が続く厳しい環境となりました。

　県内経済は、観光関連が引き続き好調を維持したものの、底堅く推移した個人消費の一部に家計

防衛的な動きが見られ、改正建築基準法施行による建築着工件数の低迷などにより建設関連が依

然弱い動きを続けたことから足踏みの動きが続きました。この間、雇用環境では賃金がほぼ横ばいで

推移し、企業倒産件数は若干上昇しました。

　当行においては、年度の経営目標として「成長戦略を支える収益体質の強化」を掲げ、質・量の充実

を意識しつつ、平成19年度を初年度とする中期経営計画「CHALLENGE 51」に沿って、新金融サービ

ス、営業チャネルの拡大、中小企業の資金調達の多様化などに取り組みました。

　当行は、今後も、変化する金融環境やお客さまのニーズを踏まえ、自ら進化を続けながら、沖縄経

済の発展に貢献できるリーディングバンクとしての役割を発揮していくとともに、「沖縄になくてはならな

い銀行」としてお客さまから高い信頼、支持をいただけるよう努めてまいります。
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